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　　主　　題（2012 ／ 2013）

国 際 会 長　　「世を照らす光となろう」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「歳月はY’sをワイズ（賢者）にする」　

西 日 本 区 理 事　　「先頭に立ってワイズの光を輝かそう　クラブで、地域で、国際社会で」

中 部 部 長　　「前へ！声を掛合い！」

名古屋クラブ会長　　「共に手をとり広げよう　"Y's の輪・絆 "」

2012 〜 2013　2　月　号　　(No792)

在　　籍	 28 名
第 1例会	 19 名
　　メネット	 2 名
第 2例会	 11 名
　　メネット	 0 名
ゲスト・ビジター 	 1 名
メーキャップ	 0 名
出席率	 77.7%
メネット会	 8 名
ゲスト・ビジター	 2 名

1 月クラブ出席 B　　　F

切手	 150pt

現金	 3000pt

小計	 3150pt

切手 	 1945pt

現金	 15000pt

累計	 16945pt

1
　
月

累
計
（
7
〜
1
月
）

青　木　

飯　田	 ○

伊左治	 ○

岩　田	 ◦

尾　関	 ○ 

小　尾	 ◎

加藤明	

加藤晃　

川　口	 ◎

川　本	 ◯

木　本	 ○

久保田	 ◎

五　島	 ◎

小　谷	 ○

塩　田	 ◎

鈴　木	 功

千　賀	 ◦

相　馬	 ○

谷　川	 ◎

寺　田	 　

中　野	 ◎

成　瀬	 ◎

西　村	 ◯

平　野	 ◎

深　谷	

水　谷　

義　井	 ○

渡　辺	 ◯

1　月　　個　人　出　席 第 一 例 会（1/12）
　　メネット　伊左治　尾関　
　
メネット会（1/19）
　　　　　　　�飯田　伊左治　加藤朱　加藤邦　久保田　五島

西村　深谷
　　　ゲスト　野村靖子事業主任
	 松本淳子書記
次期役員研修会・大阪（１／ 13 ～ 14）　
　　　　　　　川口、谷川、成瀬、平野、渡辺
財務委員会・大阪（１／ 18）　渡辺
メネット事業講習会・広島　（１／ 26）　成瀬
西中国部新年合同例会・広島（１／ 26）　成瀬

　　

第　2　例　会

2 月例会プログラム

と　き:2013 年 2月 19日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：3月例会の件他

　景気は長い間低空飛行が続いています。年末には、政権交代が
三年ぶりに行われ新しい政権が誕生しましたが、期待感が膨らん
でいるものの成果が出てくるのはこれからです。
　そうしたところ、テロによる不幸な出来事がアルジェリアで起
こりました。この世に二つとない人の生のかけがえ無さを思い胸
が痛みました。
　被害にあった方や遺族の悲しみ、悔しさ、憤りを思い沈痛な気
持ちで、神の名を思わず呼んでいました。
　最後まで安否が不明であった日本人の死亡が確認されたと政府
発表があった 24日夜。
　私の姪が駅前の店に入ると、「あなたはクリスチャンですか？」
と声を掛けられました。「十字架のペンダントとメダルをつけて
いるから。これから私たちと祈りの時をもちませんか」その人は
名古屋在住のアルジェリア人で、母国の人質事件に非常に心を痛
め、いたたまれない思いでいるが自分には祈ることしか出来ない。
犠牲者のため神様に祈る場をもとうと仲間と集まったのだという
ことでした。「あなたも共に祈ってください」
　姪は「そうしたいのですが、一緒にいる友人たちは仏教を信仰
しているので」と言うと、宗教が違う人が共に食事ができるとは
私の国では困難です。と驚いていたということでした。
　遠い国で起こる他国の惨状が伝えられても、当事者でなければ
対岸の出来事と捉えがちです。今回地球上に戦闘状態にある地域
や国があること、一般人が戦いの犠牲になるという悲劇が、突然
に自分たちのこととして実感させられました。
　傷ついた人々、悲しみにある人々を覚えて祈る。人の行いは愚
かであることが多く、その力は弱い。けれど、とにかく祈る。ま
ず祈る。
　両の手をあわせ祈るという小さな行為、すべてはここから始ま
るのだと実感しています。

「祈　り」
深　谷　　聡

会　　長　五島八郎
副 会 長　川口　恵　飯田和也

書 　 記　千賀　将　　深谷　聡
会　　計　川口　恵　　塩田　保

ブリテン　久保田　平野　伊左治　

と　き：2013年2月12日㈫　6:30p.m.〜8:30p.m.

ところ：名古屋YMCA

	 	 司　会	 成瀬　晃三君

開会宣言　	 	 会　長	 五島　八郎君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷	 	 深谷　　聡君

食事

プログラム	

　　「オークション」

担当　千賀　将君・谷川　修君

諸報告

ハッピーバースディ

ドライバースピーチ	 	 平野　実郎君

讃美歌　　291

閉会宣言	 	 	 会　長　五島八郎君



(2)

と　き　2013 年 1月 12日（土）　6：30〜 9：00pm

ところ　クレストンホテル

　京都東稜クラブ・名古屋グランパスクラブ・名古屋クラブ

の合同例会が名古屋クレストンホテルで行われました。東稜

クラブからは 13名、名古屋グランパスからは 18名、名古

屋クラブからは 24名、南山ワイズからは 1名と大勢の参加

がありました。

　名古屋では久し振りの合同例会となりました。このきっか

けは東稜クラブとグランパスクラブのDBC締結にむけてと

いう準備も含まれて温かい雰囲気に満ち溢れていました。

　第一部は名古屋クラブ五島会長の開会宣言と点鐘により 6

時 30 分に始まり 55名のワイズソング斉唱は聴き応えがあ

りました。西村さんの開会の祈り・開会の挨拶と続き、各ク

ラブ活動報告でした。グランパスは出会いと絆を大切にし、

チャーター 20周年事業として、東日本大震災被災地復興支

援を 10年は続けたい、さらに東稜と見合いの場になる事を

願っていますという報告でした。五島会長はグランパス会長

の阿部さんのお父様との出会いがあり、このような機会とな

り、感激で聖岩クラブとの交流、陸前高田市長の講演会、そ

して西日本区大会が大盛会になる事を願っていますという報

告。東稜クラブからは第二例会では山科地区で日曜日にはゴ

ミ拾い、祇園祭では屋台のごみ拾いやごみボックスの整備な

ど、そして今年は 10周年実行委員会をつくり頑張っていま

す。また、DBC締結をしたいなど報告されました。

　その後グランパスから東日本大震災復興支援プロジェクト

として災害後の地図、そして仙台 YMCAとの協力など吉田

一誠さんからスライドで災害の場面を紹介されました。特に

山元町のいちご農園について応援して欲しいと要望がありま

した。7時ぴったりに東稜クラブ高安会長の閉会点鐘で第一

部が終わりました。

　第二部は阿部会長の久し振りの合同例会をまずくない最高

の料理で全員楽しみましょうと挨拶の後、小谷さんの食前の

祈りがありました。五島会長の乾杯では東稜の 10周年実行

委員長のひとこと、京都では乾杯は日本酒になりました。酒

蔵「まつもと」の大吟醸の差し入れで最高においしい乾杯を

五島会長の発声で頂きました。7つのテーブルに分かれ様々

な出会いとなりました。私のテーブルでは韓国のクラブとの

交流でクラブによってまじめなクラブ、にぎやかなクラブ、

さまざま出会いがあり話題が盛り上がりました。

　また、京都の食べ物の話でも盛り上がりました。最後にお

年玉プレゼントでは東北の品物などが当たり、これからの震

災復興協力が呼びかけられました。最後に高安会長の挨拶が

あり西日本区大会で東稜とグランパスのDBCで盛り上げま

しょうと再開を約束し楽しい雰囲気の下に合同例会が終了し

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯田和也）

と　き：2013 年１月１５日（火）１９：００～

ところ：名古屋ＹＭＣＡ

1）２月以降の例会プログラムの件

　�オークションのプログラム。５月の例会をＴＯＦにする。

　　オークションの担当は、谷川君、千賀君。

　　３月の卓話予定講師は検討中。

　　４月メネットナイト

　　５月戸羽市長講演会

　　６月引き継ぎ

２）５月第一例会の件

　　岩手県陸前高田市市長戸羽太氏チャリティー講演会

　　実行委員会　実行委員長　谷川　修　

　　副実行委員長　五島八郎

　　広報　小尾雅彦　　企画委員　平野実郎

　　会場委員　千賀　将　　総務　塩田保、川口恵

2）西日本区大会の件

　�ＤＢＣ（熱海グローリークラブ）へ大会案内を郵送。紀の

川クラブへその旨伝え、了解を貰う。

　ＩＢＣは白会長へ案内を郵送。

３）次期クラブ役員について

　　3Pに記載

4）その他

　・�今年度の交流（ＤＢＣ交流会）は無く、次年度が熱海グ

ローリークラブの周年例会を交流会にする予定。

　　いちご直販プロジェクト

　　名古屋地区のクラブと検討。

　　聖岩クラブ公式訪問を五島会長夫妻が訪問予定。

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト ■■■

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト ■■■
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「ところが、旅をしていたあるサマリア人は、そばに来ると、その人を
見て憐れに思い、近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして、自
分のろばに乗せ、宿屋に連れて行って介抱した。」（口語訳聖書）

ルカによる福音書１０：３３

西　村　　清

　日揮の社員がアルジェリアで仕事をしているさなかに、ゲ

リラの人質となり、１０人も殺された。こんなに一挙に多数

の人質になった人が殺されたのは近年ないことです。作って

いたガス施設がゲリラによって破壊されるかもしれないと考

えたアルジェリア政府は、「まず人命の安全」、「人質の命」

より、政権のメンツを優先させ、ただちにゲリラを攻撃した。

結果として人質だった日本人が１０人も殺害された。

　このニュースに接し、心を痛めなかった日本人はいなかっ

たのではないかと思うし、ことに親族の方はどんなに無念だ

ったことだろうと思う。はらわたが煮えくり返るほどの思い

ではなかったか。

　このような痛み、苦しみという言葉と同じ使い方をしてい

る言葉が聖書に出てきます。それが今月の聖句です。強盗に

襲われ、ひどく傷つけられた旅人を見て、介抱する物語です。

「善いサマリア人」の例え話です。「憐れに思い」という言葉

が出てきます。これは内臓、はらわたという言葉の動詞形が

使われています。内臓は人間の深い感情の宿るところとへブ

ル思想にあります。日本語の「はらわたが煮えくり返る」は

怒りによる言葉ですが、聖書の「憐れに思い」は同情からの

言葉です。しかしいずれも感情は内臓に宿っているという思

想から出た言葉と言えます。沖縄では、気の毒とか、わかい

そうということを「きむぐるしい」と言うそうです。つまり「肝

が苦しい」、「はらわたが痛む」と同じ言葉です。自分の腹が

痛み、あるいは胸が痛むほどの同情です。傷ついた人の姿が

目に入った時、たちまち、自分の胸が痛む、体が痛む、だか

ら、通り過ぎることが出来なくなる。通り過ぎると、自分の

痛みも癒されないままになる。自分が、自分でなくなってし

まうとも言えます。

　私たちは、人の気の毒な状態を見て、このような深い同情、

感情移入といいますか、心からの憐れみを感じたことがある

でしょうか。

『ワイズメンの賢い話』(No201）

『いつも喜んでいなさい』

　「聖書の中で、パウロという人が、教会の人たちに

いろいろなことを教えているのだけど、その中で“い

つも喜んでいなさい”と言っているのだよ。だけど、

何か楽しいことがあれば喜んでいることができるけ

ど、“いつも”とあるので、非常に厳しい状況であっ

ても喜んでいなければならないということだよ」。「そ

うなの。良いことがあれば、喜んでいることはできる

けど、厳しいことがあった時に、喜ぶということはな

かなか難しいね」。「そうだね。だけど、パウロは、そ

のすぐ後で“絶えず祈りなさい”と勧めているのだよ。

特に厳しい状況にある時には、徹底的に神さまにお祈

りすることが必要なのだよ。そうすれば、たとえ厳し

い状況であったとしても、神さまに依り頼むことが出

来て、喜ぶことも出来るようになるのだよ。この“絶

えず祈る”ということはキリスト教の信仰の基本なの

だよ」。「そうか。たとえ厳しい状況にあったとしても

“絶えず祈る”ならば、そこから逃れることが出来る

ようになるということだね」。「そうだね。そして、パ

ウロは引き続いて、“どんなことにも感謝しなさい”

と勧めているのだよ。神さまに絶えず祈ることによっ

て、いつも喜ぶことが出来るならば、どんなことにも

感謝することが出来るようになるね。そして、これが

キリスト教の信仰生活の基本であると言われているの

だよ」。（テサロニケの信徒への手紙一５章１６－１８

節）。（寺田仁計）

会長 川口

副会長 飯田

書記 深谷　千賀

会計 塩田　川口

直前会長 五島

EMC 五島　西村　加藤 (明 )

Yサユース 小尾　深谷　義井

地域奉仕環境 谷川　小尾

ファンド 五島　岩田　加藤 (晃 )

交流 西村　相馬　青木

広報 (ホームページ ) 五島　小谷　渡辺

ブリテン 久保田　平野　深谷　伊左治

クラブサービス 小谷　成瀬　寺田　水谷

文献保存 木本　久保田　五島

幹事 尾関　鈴木

メール委員 川本

次期役員
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メネット例会

と　き：2月 16日（土）　10：00〜 14：00

ところ：名古屋YMCA

持ち物：裁縫道具など

2月のメネット会は、1月の続き西日本区大会のおみやげ作

りをします。完成品がありましたらご持参ください。二ヶ月

続けて同じプログラムですが出席よろしくお願いします。

　　　（飯田純子）

2月メネット会ごあんないメネット女正月報告

と　き：2013 年 1月 9日（土）

ところ：名古屋YMCA

　メネットの皆様、明けましておめでとうございます。今

日、お元気な顔々が揃い、やっぱりメネット会はいいね、

と声が弾みました。

　女正月とはいえ、今年度は西日本区大会を 6月に控え、

早速に 130 人分のお土産作りに取り掛かりました。コー

ヒーかすの山、端切れ、小鉢、ときて、果て？三題噺です

か。それは当日までのお楽しみということでお後がよろし

いようで……。特別のお昼をいただきながら、各々の近況

報告が交わされてもうひと仕事です。

　二時に野村、松本両ゲストがクラブ訪問でおいで下さい

ました。しばらくお茶をしながら事業の進捗状況、苦労話

（ナイショ）等々伺う機会を得ました。不断は知らずに済

ませてしまうような、事業の中心を担う重責感、しかし同

時にやり甲斐も喜びも、そして感謝も伴うことを語って下

さり、中部メネットとして共に仕事に関わる幸せを思いま

した。

　もうひとつ。「イチゴを買って東北農家を支援する」ボ

ランティアに、メネットさん是非参加して下さい。安いイ

チゴなんていくらでもスーパーにあるじゃない、などと仰

らないで……ネ。　　　　　　　　　　　　（西村牧子）

加藤明宏君	 145pt
成瀬晃三君	 5pt
　　計	 150pt

飯田和也君	 2000pt
加藤明宏君	 1000pt
　　計	 3000pt

切手

現金

メ　ン　　
2月	 4 日	 川口　　恵さん
	 7 日	 川本　龍資君
	 12 日	 水谷　　治君
	 18 日	 相馬　静香さん

メネット　　
2月	 21 日	 千賀美菜子さん
 	 26 日	 五島　美代さん

	2 月	  22 日　五島八郎・美代夫妻

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。（功
労会員と特別メネット会員は年額36,000円です）
　会費の納入は右記口座へ振込にてお願いします。
　できるだけ6ヶ月分42,000円を 7月と1月に
納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分

ずつ納入される方は7月 10月、1月、4月に納
入して下さい）

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781
　　　　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

CSよりお年玉付き年賀はがき当選番号
（切手シート）

29　　　　　70

2 月例会はオークションです

提供の品をたくさんお持ち寄りください。
（従来のTOFは 5月へ移行しました）


